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その交奏山 ま ベ ートーヴェンrl抑 =つ ら1班 年にか,て 作 rlゼtバ レエ山 「ツ0ン テウスの例道物Jり 終山
,ら 3月 oた =題 【基'い て 1ゆ 年にど,れ てt ろヽ し たがって こ の作品の本来の者工「ブ0メ テウス,ら の
工通にtる 変奏由Jで あったのだが 本 一トーケェンカi向し=題 を至空お草3言 「工pィ "Jの 整栄■にも用い
こちら0方 が有名1こなったことから「こロイカJ変 菱出のちて報レまれるように“った。ヘレン順の栞落でユ タ
イトルま「IS W ミ`lAZIN酎 J(MIIF【崎E)[1,の査資出 (7-イ つき)コ と4っ ている
山の官如て狂示されるのは 三 国の′ヽスの航律である。ベートーヴェン1まます 艇 律的■=四 をし` い わば和
声0■ 格をもとに 2■  0声  4■ のカノン2駈 立 こ の部分は全体の導入苺となろ そ のあとにようやく=題
't委きイl k酸 的短い14の変交 そ してE六 “草15変資が前く 第 7変英ユ「オクターヴのカノンJで あるが こ
のあためにもパッタヽの 「す―ルドベルク変資□J rfBい短こさでをものがある 窮 ●変姿ては 雲 錦育がとても実
しい ア レグ。 コ ン ブ ウイのフィナーレ「AⅢd FusdフーガのようにJ よ 日 弱と同枝に[古 掟律そと,く 自
由なフー″である。
ひとつの 「開しられたJ立 体的=題 にとつい●度来の変資山に対レ 作 H"は 全く新しい査奏苗のtデ ルを示レ
てぃる こ の作品 とおいては 「 =題 Jと 言れる 「ipィ "Jの 伝々は 従 来の意味ての変資の=題 てはなく こ
の=題 の転やならびそ和声の枠組み [■ =日  立 律の背tg専 す べてお震囲の材料となっている。

f工0イ カJり =題 による150変 奏由と7-ガ  室 ホ震中 作 Fn 35 ベー トーヴェン

ビアタ ツ チタ 第21霞 ′ま 田 作品53「 ワルトンニタイン」 ベー トーヴェン

ムツルタス■―

「ワル トレ=タ インJの そあて知られるこのツチタ よIS t fに 完成されたもの r 「 月光J(作 品タ
ー2 3 F j l年)

ゃ f蕊情」 (Ⅲ息口 1師 H : )“ どと並び ベ ー トーヴ■ンの■期をヽ衰するビアン,′, ,て おち 恋 rを ・ての正

大の′〔トロンであっ■ワル トンェタイン伯邸 1【d皇 されたたり そ の名がついた。

■麟したピア=ス トでもあつたベートーヴ=ン ことって ま アタという楽爆■ヨ悪のみ4`と でもあった。当時
のビアタは■にウィーンヽとイヤリス式の 2題類1て大コJできるド セ ーツァルトの好ん■ウィーシ式|ま 喜 いタフ
,ど 反応のHい アクションを持笛とt/ イギリス式 ユ カ的い大きな■が出ることて知られていた パ リの革緯製
作=t末 ステャン エ ラールは 斑理の甑お返うかHく なるレベティションアクションを考案し そ れによって“
す味 式のメ,=ッ クをkミ レ 首壇`5取 拡大したものを製作した。こラールは mO■ 1てこの英縛,本一トー

ヴェンこはヨしているが 「クルトシ=タ インJの 印密的な基打の本ッt― ジゃ 古 重芝技大映に使って大古喜=
ヨき出す 「情熱Jな どは こ のビアタなしには生まれなかったてあろう。
さて 2其 言つら/1るこの作品fま 来 年十まアンダンテの緩後栞章をはさんだ0英手確rtであった ●の楽言は
'このフ'夕 ばにすぎるという あ る云人の示曖 てしたドって」消J妹どれ 新 たて幻い節Ⅲら4ち

ⅢイントロF,ツ
ィオーえ"が第2第■,頭 に怖入され●。( 1ヽ麟されたアンタンテは な =し たJll [ⅢOWコ となって出核されている。
年 1革=は アレグp ヨ ン フ リオ。S分業譜の翌打に本って 軽 快■第1=電 が提示される 努 ″ユ題は,ラ
ール菖て 第 1=題 と守対Hbを“す 第 2栄章の1ましまうは アイーン, tル トの

“イント'ト ゥクツィオー=ち
短いな″【ちも1部形式,4●  霞な楽章としての役割,果たし ア タフカて

(pシ
ド
"に
絡く。ここてはオクター

ヴやトウル 重 'な 和音が駆使され 吉楽はさまざま/1相を三する ラ ントスケープのような第 1楽末に イ ント
CH,ク ツィオーユのよう人田的を■"【対比されち"! ロントでは々れらが胡合され 窒 つきを増していく ヨ 大
4ト リルすら次無とした終絡部|こ入ウ 宮 々と出芝田しろ

通曲 「産覧会の強J
格蔵や彫期ィどから室感を得た旨空作品として i ウ ストの 「巡イLの年Jわ ら

Ⅲ
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いに充古人
"(ミ
ケランシ=p)  ラ フ7三 タフの資撃前 r死り葛J(^ッ クリン)rrど い くつもの例を掌,ち

ことができる': ムツルグス■-0組 rS r展覧会の招Jは  そ 0中 でもチ行にオリン,ル /r作品である
よツルグスキーの作品 ま 捺 口のタイトルを露題とする`と こと,て 郎‖掛車の作品を確成するにあたぅての
形式的な制F」から出れると同時に 典 rFったとをの小品を集め ひ とつの大きな作品としてまとめることにいうし
ている ち ょうど ホ 来は4立 レたね々の年品が 腹覚全彗1こおいてひとつの空間に並置されることによ■て=い
の言室を導吉出すように そ の組山|ておいても 吾 話的 底 空的 宗散的害 さ ままま“イメーンを表現するい々
の作品が 有 機的に関こ,す られている。その,こ のイメーンのよAと “ぅだと言われな画家イル トマンの道作辰
【おけるた面については 所 この明ら'そ ないも0も あることは既 そ知 ,れ るところてな ぃ すれにしても 4フ
ルグス■一はこの作品において 'ル トマンの結を躍題としたと塔小鳥疑 F言 いたのイど考えるのが安当てあろう。
この作品1ま Fd世 紀ピアタ言葉史の旅描において1ま シ ョーマンの 陶 肉奈」などの小i案 の系列に属するもの

であり ま た 本 ラ■レフの rイスラメイ (束l強 幻想HH)」 と並水p世 紀ロシアの蜜要なビアタ作品とをってい

る。ビアニス トと,て もとれたとツルグスキーであった力= 彼 の生前に公 `この作品"霞 妻どれ■規掘 =“い。ム

ツルグスキーの他の多くの作品と同ほ 【 `の r晟 もまた い 世紀ロツアにわ する最も重要4■ イヒ人のひとめであ

う こ の作品あ:志畠された人物でもあるクラツー ミル ス ターソフが 「震覧会の格Jの f=を 世に円らしめた
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